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本
文
の
趣
旨

道
内
で
は
帰
化
植
物
が
現
在
増
大
中
で
あ
る
。
特

に
戦
後
の
増
大
は
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
帰
化
植

物
の
範
疇
に
属
さ
な
い
移
入
種
、
外
来
種
、
侵
入
種

な
ど
の
問
題
も
見
え
出
し
て
き
た
。
各
地

の
緑
化
工

事
現
場

に
お
け
る
植
物
を
中
心
と
し
た
問
題
点
を
整

理
し
て
報
告
す
る
。

は
じ
め
に

現
在
、
北
海
道
に
は
約
六
〇
〇
種
内
外
の
帰
化
植
物
が

確
認
さ
れ
て
い
る

(五
十
嵐

二
〇
〇

一
)
。

こ
の
中
で

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
欧
州
が
原
産
地
で
北
米
を

経
由
し
て
サ
ラ
ダ
用
に
利
用
し
よ
う
と
導
入
さ
れ
た
な
ど

の
来
歴
が
比
較
的
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
道
に
広

が

っ
て
い
る
種
が
あ
る
と
同
時
に
エ
ゾ
ス
ズ
シ
ロ
、
イ
ヌ

ナ
ズ
ナ
な
ど
の
よ
う
に
従
来
は
在
来
種

で
あ

っ
た
が
、
近

年
確
認
さ
れ
る
環
境
や
生
育
状
態
か
ら
判
断
し
て
芝
生
種

子
な
ど
に
混
じ

っ
て
北
米
な
ど
か
ら
移
入
さ
れ
た
可
能
性

種
な
ど
も
目
立

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
花
苗
の
土
に

紛
れ
て
本
州
か
ら
の
移
入
種
と
思
わ
れ
る
ア
ブ
ラ
ナ
科
な

ど
も
多
く
な

っ
て
い
る
。
道
内
各
地
の
工
事
現
場
を
調
査

し
た
結
果
か
ら
、
特
に
緑
化
工
事
な
ど
に
よ
る
遺
伝
子
撹

乱
や
生
態
系

へ
の
影
響
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
在
来
種
緑

化
、

マ
メ
科
植
物
緑
化
、

ハ
ー
ブ
類
導
入
な
ど
の
問
題
点

も
整
理
し
た
。

緑
化
の
タ
イ
プ

各
地
の
調
査
を
行
う
と
道
路
沿

い
で
多
く
の
帰
化
植
物

や
移
入
種

・
外
来
種
な
ど
を
確
認
す
る
。

こ
れ
は
芝
生
関

連
工
事
で
多
く
の
移
入
種
が
混
在
す
る
の
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。
通
常
、
切
土
や
盛
土
な
ど
の
法
面
に
は
張
芝
や
種

子
吹
付
け
な
ど
を
行
う
。

張
芝
の
場
合
は
、
公
園
芝

(
ナ
ガ

バ
グ
サ

"
ケ
ン
タ

ッ

キ
ー
ブ

ル
ー
グ
ラ
ス
)
と
土
波
芝

[
ド

ハ
シ
バ
]

(
チ
モ

シ
ー
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
な
ど
)
に
二
分
さ
れ
る
。

公
園
芝
は
コ
ス
ト
が
高
い
の
で

一
般
的
な
道
路
沿
い
で
は

土
波
芝
が
使
用
さ
れ
る
。

こ
れ
は
牧
草
地
の
草
地
を

ロ
ー

ル
状
に
は
ぎ
取

っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
多
く
の
イ
ネ

科
以
外
の
種
が
混
入
す
る
。
道
東
地
域
な
ど
で
法
面
に
エ

ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
が
目
立

っ
た
り
す
る
の
も
芝
生
に
球
根
が

混
入
し
た
た
め
で
あ
る
。
近
年
、
道
路
沿
い
の
芝
生
内
な

ど
で
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
種
は

本
州
な
ど
で
は
畑
に
あ
る
普
通
の
雑
草

で
あ
る
が
、
現
在

道
内
に
あ
る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
が
本
州
産
な
の
か
欧
州
や
北
米

産
な
の
か
の
判
断
は
で
き
て
い
な
い
。
ブ
タ
ナ
、

ヘ
ラ
オ
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オ
バ
コ
の
道
内
分
布
図
を
作
成
し
て
み
る
と
十
勝
、
根
室
、

釧
路
地
域
に
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

(図
ー
1
、
2
)。

こ
の
原
因
は
張
芝
に
よ
る
移
動
が
原
因
で
あ
る
。
芝
生
の

生
産
地
が
道
央
圏
、
道
北
圏
、
道
東
圏
に
大
き
く
三
分
さ

れ
て
い
る
産
業
状
況
か
ら
こ
の
よ
う
な
帰
化
植
物
の
分
布

に
影
響
が
出
た
も
の
で
道
央
圏
で
生
産
さ
れ
た
芝
生
は
道

南
、
道
央

に
流
通
す
る
が
日
勝
峠
は
越
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。
道
北

に
は
牧
草
地
も
多
く
こ
れ
ら
は
周
辺

で
利
用
さ

れ
る
。
道
北
地
域
で
は
コ
ウ
リ
ン
タ
ン
ポ
ポ
が
多
い
。
道

東

の
太
平
洋
側
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
十
勝
、
釧
路
、
根

室
地
域

で
流
通
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
方
に
多
い

帰
化
植
物

(
ヤ
ネ
タ
ビ
ラ
コ
、
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
、

ヒ
ト
フ
サ

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
)
が
数
種
確
認
さ
れ
て
い
る
。

種
子
吹
付

の
場
合
は
現
地
の
状
況
に
よ
り
数
種
の
種
子

を
混
合
し
て
吹
付
け
る
。

一
般
的
に
は
ナ
ガ
バ
グ
サ
、

ハ

イ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
オ
オ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
ホ
ソ
ム
ギ
な

ど
が
主
体

で
あ
り
、
農
地
補
償
や
周
辺
が
畑
な
ど
の
場
合

で
は
カ
モ
ガ
ヤ
、
オ
オ
ア
ワ
ガ

エ
リ
、

コ
ヌ
カ
グ
サ
、
シ

ロ
ツ
メ
ク
サ
な
ど
の
牧
草
類
を
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
。

表
ー
1
に
主
な
道
内

で
使
わ
れ
て
い
る
主

な
イ
ネ
科
の
芝
生

・
牧
草
類
を
整
理
し
た
。

張
芝
、
種
子
吹
付
以
外

に
土
嚢

(
ド
ノ

ウ
)
に
よ
る
緑
化
、
種
子
入
り
ム
シ
ロ
緑

化
な
ど
が
あ
る
が
こ
れ
ら

の
場
合
も
客
土

に
目
的
と
す
る
イ
ネ
科
種
子
以
外

の
他

の

種
子
が
混
入
す
る
場
合
も
あ
る
。
種
子
入

り
ム
シ
ロ
緑
化
で
は
帰
化
種

の
混
入
や
本

州
の
在
来
種

(
タ
ケ
ニ
グ
サ
)

な
ど
が
混

入
す
る
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

種
子
吹
付
に
は
客
土
吹
付
が
あ
り
、
使

用
し
た
土
壌
中
に
多
く
の
埋
土
種
子
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
に
本
来

の
種
類
以
外

の

も
の
が
発
芽
生
育
す
る
。
土
嚢

に
よ
る
緑

化
も
同
様

で
あ
る
。

在
来
種
緑
化

道
路
法
面
や
河
川
周
辺
な
ど
で
近
年
見

受
け
ら
れ
る
緑
化
工
法

の

一
つ
に
在
来
種

緑
化
が
あ
る
。

こ
の
工
法
の
在
来
種
と
は

真

っ
赤
な
嘘

で
、
土
木
現
業
所
、
土
木
設

計
事
務
所
、
施
工
会
社
な
ど
に
植
物
の
分

か
る
担
当
者
が
い
な
い
た
あ
と
、
業
者

の

言
い
な
り
で
工
事
が
進
ん
で
し
ま
う
た
め

に
、
各
地
で
問
題
が
発
生
し
て
い
る
が
気

づ
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
現
状

で
あ
る
た
あ
本
文
で
警
告
す
る
。

ヨ
モ
ギ

主なイネ科牧草の整理表表 一1

は
在
来
種
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
筆
者
は
本
州
か
ら
の
移

入
種
で
処
理
し
て
い
る
。
道
内
に
自
生
す
る
の
は
オ
オ
ヨ

モ
ギ
で
あ
る
が
種
苗
生
産
業
者
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
し
て

あ
る
の
は
ヨ
モ
ギ
で
あ
る
。
緑
化
現
場
に
行

っ
て
調
査
す

る
と
本
州
産
と
思
わ
れ
る
ヤ
ブ
ヨ
モ
ギ

(ブ
ン
ゴ
ヨ
モ
ギ
)、

和 名 牧 草 名 学 名
、

コヌカ グサ レ ッ ド ト ッ フ 。 Agrostisalba

ベ ン トグラス ク リー ピ ン グ ベ ン トグ ラ ス Agrostispalustris

ベ ン トグラス コ ロ ニ ア ル ベ ン トグ ラ ス Agrostistenuis

コ ス ズメノチ ャヒキ ス ム ー ズ ブ ロ ー ム グ ラ ス Bromusinermis

カ モ ガヤ オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス Dactylisglomerata

オ ニ ウシノケグサ トー ル フ ェ ス ク Festucaarundirlacea

イ トウシノケグサ チ ュ ー イ ン グ フ ェ ス ク Festucarubravar.commutata

ハ イ ウシノケグサ ク リ ー ピ ン グ レ ッ ド フ ェ ス ク Festucarubravar.genuina

和名なし ハ ー ドフ ェ ス ク Festucaovinavar.duriuscula

ヒ ロバノ ウシノケグサ メ ドウ フ ェ ス ク Festucapratensis

ネ ズ ミムギ イ タリア ンライグラス Loliummultoflorum

ホ ソ ムギ ペ レニアル ライグラス Loliumperenne

クサ ヨシ リー ドカ ナ リ ー グ ラ ス Phalarisarundinacea

オ オ アワガエ リ チ モ シ ー Phleumpratense

ナ ガバ グサ ケ ン タ ッ キ ー ブ ル ー グ ラ ス Poapratensis
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ヒ
メ
ヨ
モ
ギ
、
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
、

ヨ
モ
ギ
、

ク
ソ
ニ
ン
ジ

ン
、
イ
ワ
ヨ
モ
ギ

(在
来
)
、
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ

(
在
来
)

な
ど

ヨ
モ
ギ
と
名
が

つ
け
ば
何
で
も
良
い
状
態

で
多
く
の

種
類
が
確
認
さ
れ
る
。
最
近

の
情
報
で
は
本
州

で
ヨ
モ
ギ

類
の
種
子
を
集
め
、
人
件
費

の
安
く
、
用
地

の
広
い
中
国

大
陸

(韓
国
で
の
生
産
も
あ
る
)

で
大
量
生
産
し
た
種
子

を
吹
付
け
に
使
用
し

て
い
る
と
の
情
報
も
あ

る
。
こ
の
た

め
に
中
国
産
の
他
の
植
物
が
種
子
に
混
入
し
、
珍
し
い
キ

ク
科
植
物

(
キ
ク
タ

ニ
ギ
ク
な
ど
)
な
ど
が
目
立

っ
て
き

た
こ
と
な
ど
が
本
州
の
各
地
や
道
内
の

一
部
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
。

イ
タ
ド
リ
も
同
様

で
道
内

に
優
占
し
て
い
る
の
は
オ
オ

イ
タ
ド
リ
で
あ
る
が
、
平
気

で
イ
タ
ド
リ
の
種
子
を
利
用

し
て
い
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。
安
易
に
帰
化
植
物
を

各
地

で
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
気
づ
か
な

い
の
か
、
緑

化
事
業

で
平
気

で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
周
辺

へ
の
分
布
拡
大
、
在
来
個
体
群

や
類
似
近
縁

種
な
ど
と
の
交
雑

に
よ
る
遺
伝
子
汚
染
な
ど

の
問
題
を
含

ん
で
い
る
た
め
、
た
だ
ち
に
施
工
を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

マ
メ
科
植
物
緑
化

表

1
2
に
示
し
た
の
が
種
苗
生
産
業
者
の
カ
タ
ロ
グ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
マ
メ
科
植
物

の
種
子
供
給

リ
ス
ト
で
あ

る
。
法
面
な
ど
に
イ
タ
チ

ハ
ギ
、

エ
ニ
シ
ダ
、
メ
ド
ハ
ギ
、

ヤ
マ
ハ
ギ
、

ハ
リ

エ
ン
ジ

ュ
な
ど
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。

肥
料
木
と
し
て
の
効
果
が
あ
り
、
海
岸
緑
化
、
砂
防
現
場
、

土
壌
条
件

の
悪

い
場
所

に
導
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立

っ

て
い
る
。

ヤ
マ
ハ
ギ
は
調
べ
て
み
る
と
道
内

に
在
来
で
あ

る
ヤ
マ
ハ
ギ

(
エ
ゾ
ヤ

マ
ハ
ギ
)
以
外
に
マ
ル
バ
ハ
ギ
、

ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
、

ニ
シ
キ

ハ
ギ
な
ど
の
本
州
産

の
種
が
混

入
し
て
お
り
、
種

の
撹
乱
を
起

こ
す
可
能
性
が
強
い
。
メ

ド
ハ
ギ
も
別
種

で
あ
る
カ
ラ
メ
ド

ハ
ギ

(帰
化
植
物
)
が

確

認

さ

れ

る
。

ハ
リ

エ
ン
ジ

ュ

(
ニ
セ

ア

カ

シ

ア
)

の
多

く

は
蜂

蜜

業

者

が
各

地

に
植

林

し

た
も

の

で
あ

り
、

種

子

繁

殖

と

地

下

茎

繁

殖

に

よ

り
周

辺

に
拡

大

し

て

い

る
。

花

が
美

し

く

、

街

路

樹

な

ど

に
利

用

さ

れ

る

外

来

種

で
あ

る

が

、

札

幌

で

は
藻

岩

山

や
円

山

な

ど

の
天

然

記

念

物

の
森

に
侵

入

し

て
お

り
、

は
び

こ

っ
て

い
る

。

ニ
セ

ア

カ

シ

ア

撲

滅

の
方

法

は
伐

採

を

根

気

よ
く

繰

り

返

す

こ
と

し

か

な

い
。タ

マ
ザ

キ

ク

サ

フ
ジ

は
牧

草

と

し

て
植

え

ら

れ

た

が

一

部

に
帰

化

し

て

い
る

。

セ

イ

ヨ
ウ
ミ

ヤ

コ
グ

サ
、

ム

ラ
サ

キ

ウ

マ
。コ
ヤ

シ
な

ど

も

同

様

で
あ

る
。

ム

ラ

サ
キ

ッ

メ
ク

サ

(
ア
カ

ツ
メ

ク

サ
)
、

シ

ロ
ツ

メ

ク

サ

な

ど

は

植

え

た

主なマメ科緑化種の整理表表 一2

和 名 学 名

イ タチハギ(ク ロバ ナエ ンジュ) Amorphafruticosa

タマ ザキ クサ フジ Coronillavaria

エ ニ シダ Cytisusscoparius

メ ドハギ Lespedezacuneata

ヤ マ ハギ Lespedezabicolor

セ イ ヨウ ミヤ コグサ Lotuscorniculatus

ム ラサキ ウマ ゴヤシ Medicagosativa

ハ リエ ンジュ(ニ セアカシァ) Robiniapseudo-acacia

ム ラサキツメクサ(ア カツメクサ) Trifoliumpratense

シ ロ ツ メ ク サ Trifoliumrepens

も
の
か
、
逃
げ
出
し
た
も
の
か
の
判
別
が

つ
か
な
い
ほ
ど

各
地
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
マ
メ
科
牧
草
類

に
関
し
て

は
現
状
で
の
被
害
報
告
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
昆
虫

と
の
関
係

で
は
特
定

の
種
が
増
大
す
る
可
能
性

(
ヨ
ト
ウ

ム
シ
な
ど
の
大
発
生
)
な
ど
が
心
配
で
あ
る
。

ハ
ー
ブ
類

近
年
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
ハ
ー
ブ
類

の
植
栽
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
河
川

・
水
辺

へ
の
導
入
に
は

疑
問
が
あ
る
。
水
辺
に
は
野
生
の
ミ
ン
ト
で
あ
る
ハ
ッ
カ

が
生
育
す
る
が
、
外
来
の
ミ
ン
ト
類
は
生
育
力
が
あ
り
逸

脱
し
や
す
い
の
で
遺
伝
子
汚
染
の
危
険
が
あ
る
。

ハ
ー
ブ

類
の
中
に
は
逃
げ
出
さ
な
い
種
も
あ
る
が
勢
力
の
強
い
ミ

ン
ト
類
の
仲
間
は
危
険
で
あ
る
。

水
辺
に
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
の
導
入
が
近
年
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
今
後
問
題
と
な
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
北

米
に
は
欧
州
か
ら
の
本
種
ま
た
は
類
似
種
が
帰
化
し
て
大

繁
殖
し
て
魚
類
な
ど
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

の
報
告
も
あ
る
。

各
地
の
河
川
用
地
に
コ
ス
モ
ス
、
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ

(
コ
マ
チ
ソ
ウ
)
な
ど
の
草
花
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
れ

ら
は
数
年
で
消
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
種
子
が
流
さ
れ
て

各
所
に
逃
げ
出
し
て
い
る
場
合
も
目
立

っ
て
い
る
。
美
し

い
花
の
導
入
は
都
市
部
に
限
定
し
、
自
然
度
の
高
い
場
所

へ
の
導
入
は
避
け
た
い
。

そ

の

他

法
面
緑
化
用
で
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
の
種
子
が
種
苗
業
者

の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
種
は
道
内
の
場

合
、
日
本
海
側
の
大
雪
地
帯
の
崖
崩
れ
斜
面
な
ど
に
自
生

す
る
種
で
あ
る
。
高
速
道
路
の
道
北
の
法
面
で
最
近
見
か

け
た
も
の
は
、
本
州
に
あ
る
オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
で
あ
っ

75



た
。
こ
れ
ら
の
種
も
生
態
撹
乱
を
助
長
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
道
外
で
は
サ
サ
類
の
吹
付
け
工
法
な
ど
も
実

用
化
さ
れ
て
い
る
が
道
内
で
は
難
し
い
の
で
、
早
期
に
在

来
種
が
生
育
で
き
る
環
境
作
り
が
必
要
と
な

る
。
芝
生
類

で
土
面
が
覆
わ
れ
る
と
周
辺
か
ら
の
風
散
布

に
よ
る
種
子

が
着
地

で
き
ず
発
芽
し
な
い
の
で
、
裸
地
を

い
か
に
残
す

か
が
今
後
の
命
題
と
な
る
。

湿
性
地
に
多
く
の
種
を
移
植
す
る
こ
と
が

ビ
オ
ト
ー
プ

事
業
に
よ
り
流
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
多
く

の
場
合
は
何

も
な
い
場
所
に
造
成
す
る
た
め
他
の
地
域
か
ら
の
移
入
種

と
な
る
。
広
域
分
布
種

(風
散
布
型
で
あ
る
ガ

マ
、
イ
ネ

科
な
ど
)
は
問
題
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
地
域
個
体
群

が
特
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
種
な
ど
も
平
気

で
移
植
し
て

い
る
。
札
幌
市
の
平
岡
公
園
内
の
新
た
な
湿
地

に
は
多
く

の
湿
生
植
物
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
問
題
種
は
含
ま
れ
て

い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
も
今
後
注

意
し
て
見
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ま

と

め

芝
生
に
混
入
す
る
帰
化
植
物
は
多
い
。
全

て
の
場
所
に

芝
生
が
い
る
の
か
ど
う
か
の
検
討
が
必
要
な
時
期
に
来
て

い
る
。
現
在
、
各
地
の
河
川
改
修
現
場

で
は
張
芝
や
種
子

吹
付
け
を
や
ら
な
い
傾
向
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
コ
ス
ト

の
問
題
も
あ
る
が
、
裸
地
を
放
置
す
る
こ
と

で
自
然
植
生

が
復
活
す
る
こ
と
を
念
頭
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は

一
年
生
草
本
が
繁
茂
す
る
が
、
や
が
て
安
定
し
て
く
る
こ

と
が
各
地

の
変
動
調
査
の
結
果
で
分
か
る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
。
し
か
し
、
河
川
や
水
辺
で
は
帰
化
植
物
が
多
く
確

認
さ
れ
る
。
遺
伝
子
撹
乱
も
心
配
で
あ
る
。
緑
化

の
業
界

や
役
所
に
植
物

の
専
門
家

(遺
伝
学
や
生
態
学
の
分
か
る
)

が
少
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

在
来
種
を
法
面

に
導
入
す
る
場
合
、
土
砂

の
崩
壊
を
防

ぐ
た
め
に
ム
シ
ロ
な
ど
を
張
り
、
自
然
に
周
辺
か
ら
種
子

が
散
布
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
新

た
に
種
子
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
出
所
は
明
確
に

す
べ
き
で
あ
る
。
自
然
の
種
子
を
周
辺
で
採
取
し
て
直
播

種
す
る
か
苗
木
な
ど
を
生
産
し
て
緑
化
す
る
こ
と
が
理
想

的
で
あ
る
。
環
境
に
応
じ
て
極
力
、
外
来
種
や
移
入
種
は

選
択
せ
ず
に
、
本
来
そ
の
場
所
に
生
育
す
る
種
を
利
用
す

る
こ
と
で
遺
伝
子
的
な
混
乱
を
避
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ド
ン
グ
リ
銀
行
が
以
前
問
題
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
あ

く
ま
で
地
域
内
で
行

っ
て
も
ら
い
た
い
。

在
来
種
工
法
と
い
う
名
目
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
法
面
の
崩

壊
防
止
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
は
イ
ネ
科
草
本
類

(牧
草

類
)
を
使
用
し
た
緑
化
に
よ
り
コ
ス
ト
を
抑
え
、
採
用
種

の
選
択
を
検
討
し
、
草
丈
の
大
き
く
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
フ
ェ

ス
ク
な
ど
を
主
体
と
し
て
周
辺
の
自
然
植
生
種
が
風
散
布

に
よ
り
早
期
に
侵
入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
今
後
は
必

要
と
思
わ
れ
る
。

移
入
種

(外
来
種
)
を
取
り
巻
く
問
題
点
は
こ
れ
以
外

に
も
多

い
。
動
物
の
移
入
種
は
被
害
が
明
確
で
あ
り
騒
が

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
植
物
の
場
合
は
種
類
も
多
く
目
立

た
な
い
の
で
困

っ
た
も
の
で
あ
る
。
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